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f穣みフドを使って墓埠を作って遊んでいたA君、そこへお君がきて� f僕もそれ捷

うjξ穣み木安持っていこうとしました。� rだめ、それ使ってるけといいました 


が、お君は持っていってしまいました。惑ったA震はB殺をじっとにらむように見


ていました。きっと怒りをどう表現していいか分からず、設襲もうまく出てとなか


ったのでしょう。その様子を見ていたC君がうしろから� rooで為そぶ?Jと額き
 i

ました。� B君は顕こえないかのように立ったままです。� C'!lきはもう…度 rooつく


ったんだけどあそぶ� ?J と関きました。すると、� A君はゆザっくりと撰り向いて、� C


君と一緒に遊び始めました。J


やりをもっている子どものようにみえますが、そうではないのですね。� A君もち君


もC君もそして他の子どもたちもみ~んなそうですが、おもちゃ安取ったり取られ


たり、意地悪な言葉をいったり泣いたり叩いたりしてきました。そして友だ、ちとの


もつれを、担任にほぐしてもらい慰めてもら引で、気持ちな切り替える経験をたく


さんたくさんしてきたのです。経験してきたからこそ、自分が第三者の立場であっ


た時には、その様子を冷静に見て、友だ、ちの然持ちを感じることができて、“友だ


ちのために心をつかう"ということができるようになっていきます。もちろん、自


分が当事者の場合はそうはしゅ=ないのですけれどね・・・こうして友だちに気持ち


を切り変えてもらった子どもたちは、招{去にしてもらったときより、ずっと嬉しい


ことでしょう 4友だちに大事にしてもらっていることがじかに告わってくるのです


から一一一一このことはやがて、お主主いに相手を思いやることができるようになり、


子どもたちの揮に謹かなかかわりが広がっていくこと立繋がります。


読売難は自分で学ぶことができる時期なのです、子どもが自分喜身で学んでいく


ととができるように、議育者i立、余計な苧出しお出しをするので誌なく、必要なと


きにすぐに支えとなることができるように見守ちながら待つ姿勢でいるのです。


むやみに手出し口出しをしていたのでは、子ども告身が感じ、考えるという機会者


奪ってしまうことになりますから・~諮述のような子ども自身の学びは、遊び出


しかも、子ども告身が主体的に作り出す遊びであること=を通して巨々隷り返され


ていますりこんなに機撃な“学びとしての遊び"なのですが、訪児期の遊びがどう


積み木をとられて困っている友だちを気遣って、別の遊びに誘ってあげている赤

ばらさん(年少)の姿です。この事例だけを見ると、� C殺という子が最初から思い
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O 2:00 ろうそく作りの日です。� 

O 2:00 

× 11:30 自由登園日です。� 

/ / 

O 2:00 

O ろうそく作りの日です。� 

O 2:00 

O 2:00 ろうそく作りの詞で� 

O 2:00 

/ / 第2土曜自� 

/ 

O 2:00 {。 2:00 ろうそく作ちの告です。� 

× 11:30 誕生会です。� 12]) れさんね謀議者的皆譲、ご一絡にお祝いしましょう。� 

O 2:00 

O 2:00 

× アドヴェント }賠を行1、ます。詳しくは各クラスのお便りをご覧ください� 

/ / 

O 2:00 

O 2:00 本日で給食が終わり す。� 

× 11:30 午前保育です。降開時間が早くなります。� 

× 11:30 絡業式です。� 

/ / 天皇誕生日

第4土曜日

星の子はあります。ご利用ください。� 

J/ 

/ / J/ 1月の患の子は4日(水)からです。� 

/ / 冬季休業� 

1/ / /J 

/ /μ /J 

いうものなのかが、まだまだ謹解が広がってい2なくて、残急な患いがします。


